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「
問
題
の
所
在

（

1

）

（

2

）

本
稿
で
は
、
以
下
『
毛
傳
』
を
検
討
す
る
が
、
そ
の
目
的
は
『
詩
』
そ
の

も
の
の
原
義
詮
明
で
は
な
く
、
経
学
と
し
て
の
詩
経
学
が
成
立
す
る
過
程
に

あ
る
『
毛
傳
』
が
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
を
も
っ
て
成
立
し
て
い
く
か

を
部
分
的
に
解
明
し
、
経
学
成
立
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

近
年
、
詩
経
学
に
お
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
『
詩
』
の
本
文

そ
の
も
の
の
研
究
が
中
心
で
あ
り
、
『
毛
傳
』
は
単
に
そ
の
一
注
と
し
て
『
詩

経
』
を
読
む
た
め
の
二
次
的
・
傍
系
的
な
も
の
と
し
て
の
取
扱
い
し
か
受
け

て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
『
毛
傳
』
が
い
つ
、
い
か
な
る
人
々
に
よ
っ
て
、

な
ん
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
に
い
た
っ
て
は
、
一
部
の
例
外

を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
研
究
の
対
象
と
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ま

た
一
方
『
毛
傳
』
は
『
詩
』
に
対
す
る
体
系
的
な
現
存
す
る
最
古
の
注
で
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
陰
に
陽
に
諸
家
の
『
詩
経
』
解
釈
に
多
大
の
影
響
を
与

え
て
き
た
。
そ
し
て
、
『
毛
傳
』
の
持
つ
こ
の
二
重
性
ゆ
え
、
現
在
の
『
詩
』

『
詩
経
』
解
釈
も
諸
説
紛
々
と
し
て
一
部
成
果
は
あ
が
っ
て
い
る
も
の
の
、

定
論
を
見
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
毛
傳
』
の
内
容
お

よ
び
成
立
に
関
す
る
問
題
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
、
『
毛
傳
』
そ
の
も
の
の
研

究
の
た
め
に
も
、
ま
た
『
詩
』
『
詩
経
』
解
釈
の
確
立
の
た
め
に
も
、
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
本
稿
で
『
毛
博
』
を
考
察
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
『
毛
侍
』
は
『
詩
』
に
対
す
る
注
で
あ
る
か
ら
当
然
の
こ
と
な
が

ら
『
詩
』
の
本
文
を
参
考
に
す
る
が
、
あ
く
ま
で
参
考
で
あ
っ
て
、
究
極
的

に
は
『
毛
傳
』
自
身
が
ど
の
よ
う
に
『
詩
』
を
理
解
し
て
い
る
の
か
、
あ
る

い
は
理
解
し
た
い
の
か
と
い
う
『
毛
傳
』
自
身
の
態
度
を
よ
り
重
視
し
て
考

察
す
る
。
ま
た
『
毛
傳
』
の
訓
話
態
度
を
考
察
す
る
に
は
、
当
然
『
毛
傳
』

の
作
者
が
誰
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
が
問
題
と
な
る
が
、
『
漢
書
』
重
文
志
等

『
毛
傳
』
以
外
の
外
部
資
料
は
諸
説
錯
綜
し
て
お
り
確
定
し
が
た
く
ま
た
あ

n
l
l
・
、

ま
り
意
味
も
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
回
は
言
及
し
な
い
。
本
論
で
は
、

あ
く
ま
で
『
毛
傳
』
そ
の
も
の
が
『
詩
』
を
ど
う
解
釈
し
て
い
る
の
か
と
い

う
『
毛
傳
』
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
内
在
的
研
究
を
基
本
に
し
て
考
察
す
る

こ
と
と
す
る
。

『
詩
』
に
は
、
数
篤
に
わ
た
っ
て
頻
出
す
る
慣
用
句
が
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
ら
の
慣
用
句
の
な
か
で
本
論
で
は
特
に
「
王
事
廃
盤
」
と
い
う
句
に
注

目
し
て
、
こ
れ
に
『
毛
傳
』
が
い
か
な
る
態
度
で
訓
話
を
つ
け
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
。
「
王
事
廃
盤
」
は
唐
風
・
鶴
羽
篇
、
小
雅
・
鹿
鳴

之
什
・
四
牡
篇
、
同
乗
薇
篇
、
同
株
杜
篇
、
小
雅
・
谷
風
之
什
・
北
山
幕
の

五
篇
に
わ
た
っ
て
合
計
十
二
回
見
ら
れ
る
句
で
あ
る
が
、
特
に
こ
の
句
に
注

目
す
る
の
は
次
の
二
つ
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
①
唐
風
・
鴇
羽
篇
、
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な  

と
三
幸
、
各
章
七
句
か
ら
な
る
畳
詠
形
式
の
詩
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
章
の
 
 

第
三
旬
日
に
「
王
事
廃
盤
」
が
見
え
る
。
近
年
の
『
詩
』
本
文
そ
れ
自
体
の
 
 

（
5
）
 
 

研
究
に
基
づ
く
『
詩
』
解
釈
、
た
と
え
ば
白
川
静
は
鶴
羽
篇
全
体
の
詩
意
を
 
 

「
は
げ
し
い
役
務
に
苦
し
み
な
げ
く
歌
」
と
し
、
第
三
句
の
「
王
事
廃
盤
」
 
 

（
6
）
や
 
 

に
対
し
て
は
「
王
事
畳
む
こ
と
摩
し
」
と
訓
読
し
、
「
役
務
の
こ
と
は
果
て
し
 
 

（
7
）
 
 

な
く
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
墳
武
男
に
よ
れ
ば
鴇
羽
篇
全
体
の
詩
意
 
 

を
「
徴
発
せ
ら
れ
た
兵
士
の
心
」
を
述
べ
た
と
し
、
第
三
句
の
「
王
事
廃
盤
」
 
 

○
粛
粛
鶴
羽
、
集
干
電
機
、
王
事
廃
盤
、
不
能
戟
稜
黍
、
父
母
何
惜
、
悠
悠
蒼
天
、
 
 
 

葛
其
有
所
、
 
 

○
粛
粛
鴇
巽
、
菓
子
萄
煉
、
王
事
靡
監
、
不
能
薪
黍
稜
、
父
母
何
食
、
悠
悠
蒼
天
、
 
 
 

局
其
有
極
、
 
 

○
粛
粛
鴇
行
、
集
千
石
桑
、
王
事
廃
盤
、
不
能
載
積
梁
、
父
母
何
嘗
、
悠
悠
蒼
天
、
 
 
 

局
其
有
常
 
 

小
雅
・
鹿
鳴
之
什
・
四
牡
篇
等
で
の
「
王
事
廃
盤
」
に
対
す
る
『
毛
俸
』
 
の
 
 

訓
話
が
、
ほ
か
の
文
献
の
そ
れ
と
著
し
く
異
な
り
、
『
毛
侍
』
の
訓
話
態
度
を
 
 

考
察
す
る
に
興
味
深
い
箇
所
で
あ
る
こ
と
、
②
し
か
も
王
引
之
に
よ
っ
て
 
（
4
）
 
 

「
監
、
息
也
」
と
そ
の
訓
話
が
確
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
句
の
原
義
的
 
 

訓
話
と
『
毛
侍
』
 
の
訓
話
の
差
が
明
確
で
あ
る
こ
と
に
拠
る
。
そ
こ
で
本
稿
 
 

で
は
、
こ
れ
ら
の
「
王
事
靡
塵
」
に
対
す
る
『
毛
博
』
 
の
訓
話
を
手
が
か
り
 
 

に
し
て
、
『
毛
侍
』
の
訓
話
態
度
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
 
 

と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
み
た
い
。
 
 

二
、
『
毛
俸
』
 
に
よ
る
「
王
事
廃
盤
」
解
釈
 
 

（
1
）
 
唐
風
・
鴇
羽
篇
 
 
 

鶴
羽
篇
は
、
 
 

や 

や
 
に
対
し
て
は
や
は
り
「
王
事
澄
む
こ
と
な
く
」
と
訓
読
し
、
「
は
て
る
日
の
な
 
 

う
 
 

（
8
）
 
 

い
 
こ
の
い
く
さ
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
鶴
羽
篇
は
、
た
と
え
ば
第
一
章
に
 
 

（
9
）
 
っ
い
て
み
る
と
第
一
句
・
第
二
句
の
「
粛
粛
鶴
羽
、
菓
子
萄
梯
、
」
と
い
う
興
詞
 
 

が
、
本
来
「
出
征
」
の
興
詞
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
「
死
者
の
霊
魂
」
の
 
 

興
詞
で
あ
る
の
か
と
い
う
『
詩
』
解
釈
上
重
大
な
問
題
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
 
 

と
り
あ
え
ず
は
こ
の
興
詞
が
な
に
を
意
味
す
る
か
は
措
い
て
、
つ
づ
く
第
 
 
 

四
・
五
句
に
「
稜
黍
を
載
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
父
母
は
だ
れ
を
た
よ
り
 
 

に
生
き
る
の
か
。
」
と
生
計
を
立
て
ら
れ
ぬ
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
こ
と
を
考
慮
 
 

す
れ
ば
、
す
く
な
く
と
も
こ
の
第
三
句
「
王
事
靡
塵
」
は
「
王
事
の
忙
し
い
 
 

こ
と
を
嘆
く
句
で
あ
る
」
と
推
測
で
き
よ
う
。
こ
こ
で
「
螢
」
の
意
味
と
し
 
 

て
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
①
固
（
し
っ
か
り
し
て
い
る
）
②
息
（
止
む
）
 
の
 
（
1
0
）
（
1
1
）
 
 

二
つ
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
は
王
引
之
が
『
経
義
述
聞
』
で
す
で
に
述
べ
、
白
 
 

川
や
境
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
②
説
の
「
苦
」
の
仮
借
字
で
 
 

や
 
「
息
」
の
意
、
「
王
事
廃
盤
」
は
「
王
事
螢
む
こ
と
摩
し
」
な
い
し
「
王
事
畳
 
 

ま
ず
」
と
訓
読
す
る
の
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
後
述
す
る
小
雅
・
 
 

鹿
鳴
之
什
・
四
牡
篇
、
同
宋
薇
篇
、
同
株
杜
篇
、
小
雅
・
谷
風
之
什
・
北
山
 
 

篇
の
「
王
事
廃
盤
」
に
対
し
て
も
す
べ
て
こ
の
解
釈
で
意
味
が
通
り
、
白
川
・
 
 

境
等
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
一
方
、
『
毛
侍
』
は
こ
の
「
王
事
廃
盤
」
に
対
し
て
「
監
、
不
攻
 
 

（
1
2
）
 
緻
也
、
」
と
注
し
て
い
る
。
「
不
攻
緻
也
」
と
は
孔
穎
達
『
毛
詩
正
義
』
 
の
疏
 
 

が
杜
預
の
説
を
引
い
て
「
是
監
烏
不
攻
牢
不
整
緻
之
意
也
」
と
言
う
ご
と
く
、
 
 

「
堅
固
で
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
王
事
廃
盤
」
を
「
王
事
 
 

が
堅
固
で
な
い
こ
と
は
な
い
」
 
つ
ま
り
「
王
事
は
す
べ
て
堅
固
で
あ
る
」
と
 
 

解
釈
し
て
い
る
。
『
毛
侍
』
が
「
堅
固
」
と
い
う
場
合
に
は
、
例
え
ば
小
雅
・
 
（
1
3
）
 
鹿
鳴
 

之
什
・
天
保
篇
の
「
天
保
定
爾
、
亦
孔
之
固
、
」
の
『
毛
俸
』
「
固
、
堅
 
 

也
、
」
等
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
考
え
れ
ば
、
「
王
事
は
す
 
 

べ
て
し
っ
か
り
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
結
局
『
毛
侍
』
は
「
王
 
 

（
1
4
）
 
 

事
廃
盤
」
を
『
鄭
箋
』
の
ご
と
く
「
我
迫
王
事
、
無
不
攻
緻
也
、
」
つ
ま
り
「
私
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に
は
王
事
が
差
し
迫
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
し
っ
か
り
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
 
 

な
い
。
」
、
要
す
る
に
「
王
事
を
ゆ
る
が
せ
に
は
で
き
な
い
」
と
考
え
て
い
る
 
 

こ
と
に
な
る
。
こ
の
解
釈
が
「
王
事
靡
盤
」
 
の
解
釈
と
し
て
妥
当
で
あ
る
か
 
 

ど
う
か
は
ひ
と
ま
ず
措
く
が
、
少
な
く
と
も
『
毛
博
』
は
こ
の
句
を
こ
う
解
 
 

釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
王
事
廃
盤
」
の
解
釈
を
『
毛
博
』
が
こ
う
考
え
て
い
る
と
す
る
と
、
『
毛
 
 

侍
』
は
第
一
章
全
体
を
「
鶴
が
ば
た
ば
た
と
飛
び
、
（
本
来
は
止
る
は
ず
の
な
 
 

い
）
 
萄
の
梯
に
止
ま
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
、
自
分
も
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
 
 

王
事
に
従
軍
し
て
、
（
本
来
は
居
る
は
ず
の
な
い
）
見
知
ら
ぬ
地
に
い
る
。
だ
 
 

か
ら
、
自
分
は
田
畑
に
稜
黍
を
植
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
ま
た
父
母
も
 
 

た
よ
り
と
す
る
も
の
と
て
な
い
。
は
る
か
な
る
青
空
よ
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
 
 

安
息
の
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
」
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
 
 

な
る
。
第
二
章
・
第
三
章
に
つ
い
て
は
『
毛
侍
』
は
第
三
章
第
一
句
の
「
行
」
 
 

に
対
し
て
「
行
、
顧
也
」
と
言
う
の
み
で
あ
り
、
ほ
ぼ
第
〕
章
と
同
じ
と
考
 
 

え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
毛
博
』
は
鶴
羽
篇
全
体
を
「
ゆ
る
 
 

が
せ
に
で
き
な
い
王
事
に
従
事
し
て
異
郷
に
い
る
征
夫
が
、
故
郷
の
父
母
の
 
 

こ
と
を
心
配
し
て
嘆
く
詩
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
鶴
羽
篇
全
 
 

体
に
対
す
る
『
毛
博
』
 
の
解
釈
は
原
義
的
解
釈
と
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
 
 

（
1
5
）
 
 

な
る
。
 
 

（
2
）
 
小
雅
・
鹿
鳴
之
什
・
四
牡
篇
他
 
 
 

つ
い
で
四
牡
篇
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
四
牡
篇
は
、
 
 
 

〇
四
牡
餅
緋
、
 
 

〇
四
牡
誹
排
、
 
 

○
励
廟
者
離
、
 
 

○
廟
廟
者
離
、
 
 

○
駕
彼
四
賂
、
 
 

周
道
倭
遅
、
 
 

嘩
嘩
騎
馬
、
 
 

載
飛
載
下
、
 
 

載
飛
載
止
、
 
 

載
験
鬱
屡
、
 
 

豊
不
懐
蹄
、
 
 

豊
不
懐
辟
、
 
 

集
干
電
機
、
 
 

集
干
萄
杷
、
 
 

呈
不
懐
蹄
、
 
 

王
事
廃
盤
、
 
 

王
事
磨
監
、
 
 

王
事
廃
盤
、
 
 

王
事
廃
盤
、
 
 

是
以
作
歌
、
 
 

我
心
傷
悲
、
 
 

不
達
啓
虞
、
 
 

不
達
将
父
、
 
 

不
達
将
母
、
 
 

将
母
来
詮
、
 
 

や 

と
五
章
、
各
章
五
句
の
詩
で
あ
る
。
一
ニ
ー
・
三
・
四
各
章
の
第
四
旬
日
に
 
 

「
王
事
廃
盤
」
が
見
え
る
。
『
詩
』
の
原
義
的
解
釈
、
た
と
え
ば
境
武
男
に
よ
 
 

な  

れ
ば
四
牡
篇
を
「
安
居
す
る
暇
と
て
な
い
つ
わ
も
の
わ
れ
ら
の
、
そ
の
悲
傷
 
 

や
 
 

を
じ
っ
と
堪
え
な
が
ら
『
い
く
さ
車
に
 
四
つ
の
馬
つ
け
、
都
ゆ
く
道
 
は
 
 

る
ば
る
と
』
と
、
徴
発
せ
ら
れ
て
出
征
す
る
」
詩
と
し
、
各
「
王
事
廃
盤
」
 
 
 

を
や
は
り
「
王
事
畳
む
こ
と
な
く
」
と
訓
読
し
、
「
う
ち
し
き
る
君
が
み
こ
と
 
 

（
1
6
）
 
 

と
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、
家
井
真
は
四
牡
篇
を
「
祖
先
の
従
軍
の
様
 
 

子
を
歌
う
」
詩
と
し
、
各
「
王
事
靡
盤
」
を
や
は
り
「
王
事
畳
ま
ず
」
と
訓
 
 

（
1
7
）
 
 

読
し
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
相
違
は
前
述
し
た
鳥
が
木
に
止
る
と
い
う
鶴
羽
 
 

篇
の
「
粛
粛
鶴
羽
、
集
干
電
機
、
」
「
粛
粛
鶴
巽
、
集
干
萄
辣
、
」
「
粛
粛
鴇
行
、
 
 

菓
子
萄
桑
、
」
と
同
様
に
四
牡
篇
の
「
廟
願
者
厳
、
載
飛
載
下
、
集
干
電
機
、
」
 
 

「
廟
励
者
靡
、
載
飛
載
止
、
」
と
い
う
興
詞
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
『
詩
』
 
 

解
釈
上
の
重
大
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
が
、
本
稿
で
は
言
及
し
な
い
。
と
 
 

り
あ
え
ず
、
こ
こ
で
は
現
行
の
 
『
毛
博
』
 
の
訓
話
態
度
の
究
明
が
目
的
で
あ
 
 

る
の
で
こ
の
点
に
は
深
入
り
せ
ず
、
近
年
の
『
詩
』
 
の
原
義
的
研
究
に
よ
れ
 
 
 

ば
、
「
王
事
廃
盤
」
は
「
王
事
螢
む
こ
と
摩
し
」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
 
 

指
摘
す
る
に
止
め
る
。
こ
の
説
が
王
引
之
『
経
義
述
聞
』
 
に
由
来
す
る
も
の
 
 

で
あ
り
、
こ
の
説
に
よ
っ
て
『
詩
』
全
体
の
「
王
事
廃
盤
」
が
統
一
的
に
解
 
 

釈
で
き
る
こ
と
は
す
で
に
鶴
羽
篇
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
こ
こ
 
 

も
ま
た
ま
さ
に
そ
の
例
で
あ
る
。
す
る
と
第
一
句
全
体
は
い
つ
の
時
代
の
誰
 
 

の
作
か
は
措
い
て
、
基
本
的
に
は
「
従
軍
の
つ
ら
さ
を
歌
っ
た
」
句
と
言
う
 
 

（
柑
）
 
 

こ
と
に
な
ろ
う
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
『
毛
博
』
は
第
一
章
の
第
三
・
四
句
の
「
豊
不
懐
蹄
、
王
 
 

事
靡
塵
、
」
に
「
監
不
堅
固
也
、
思
辟
者
私
恩
也
、
廃
盤
老
公
義
也
、
」
と
注
 
 

し
て
い
る
。
つ
ま
り
『
毛
博
』
は
「
王
事
靡
盤
」
を
、
鶴
羽
篇
と
同
様
に
「
王
 
 

事
が
堅
固
で
な
い
こ
と
は
な
い
」
な
い
し
は
「
王
事
は
す
べ
て
堅
固
で
あ
る
」
 
 

結
局
「
王
事
は
ゆ
る
が
せ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
解
釈
し
て
い
る
こ
 
 

と
に
な
る
。
結
果
と
し
て
は
鶴
羽
篤
と
同
じ
に
な
る
が
、
「
王
事
廃
盤
」
に
対
 
 
 

や  
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し
て
『
毛
俸
』
は
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
変
え
て
い
る
。
つ
ま
り
鶴
羽
篇
の
『
毛
 
 

博
』
は
こ
の
句
を
「
つ
ら
い
が
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
王
事
」
と
嘆
き
の
原
 
 

因
を
述
べ
た
句
と
考
え
て
い
る
が
、
四
牡
篇
の
 
『
毛
博
』
 
は
こ
の
句
を
「
ゆ
 
 

る
が
せ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
王
事
」
と
王
の
役
務
の
重
要
性
を
強
調
し
 
 

て
述
べ
た
句
と
考
え
、
若
干
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
『
毛
 
 

侍
』
は
「
王
事
廃
盤
」
を
鶴
羽
篇
の
よ
う
に
「
行
役
の
つ
ら
い
こ
と
を
嘆
く
」
 
 

句
で
は
な
く
、
「
王
事
は
公
義
で
あ
り
そ
の
使
命
の
重
い
こ
と
を
言
う
」
句
と
 
 

解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

「
王
事
廃
盤
」
の
解
釈
を
『
毛
侍
』
が
こ
う
考
え
て
い
る
と
す
る
と
、
第
 
 

一
章
全
体
を
『
毛
侍
』
は
、
「
四
頭
の
牡
馬
は
ひ
た
す
ら
走
る
が
、
周
へ
の
道
 
 

は
は
る
か
に
遠
い
。
ど
う
し
て
故
郷
に
帰
る
こ
と
を
思
わ
な
い
こ
と
が
あ
ろ
 
 

う
か
。
（
し
か
し
、
望
郷
の
念
は
私
事
で
あ
る
。
一
方
）
王
事
は
重
要
で
ゆ
る
 
 

が
せ
に
で
き
ぬ
公
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
我
が
心
は
傷
み
悲
し
む
の
で
あ
る
。
」
 
 

と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
第
二
章
に
つ
い
て
は
『
毛
俸
』
は
第
五
句
 
 

の
「
不
達
啓
虞
」
に
「
蓮
暇
、
啓
脆
、
虞
居
也
、
臣
受
命
、
舎
幣
干
禰
乃
行
、
」
 
 

と
言
い
 
「
進
物
を
禰
に
捧
げ
た
ら
す
ぐ
に
 
（
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
王
事
の
 
 

た
め
に
）
出
発
す
る
」
と
規
定
す
る
以
外
は
、
ほ
ぼ
第
一
章
と
同
じ
と
考
え
 
 

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
第
三
章
・
第
四
章
は
、
「
廟
廟
者
靡
、
載
飛
載
下
、
 
 

集
手
篭
梯
、
」
「
廟
励
者
離
、
載
飛
載
止
、
」
と
い
う
興
詞
を
棚
上
げ
す
れ
ば
、
 
 

「
王
事
は
重
要
で
ゆ
る
が
せ
に
で
き
ぬ
公
事
で
あ
る
。
父
を
養
う
こ
と
が
で
 
 

き
ぬ
が
、
こ
れ
は
私
情
で
あ
る
。
」
「
王
事
は
重
要
で
ゆ
る
が
せ
に
で
き
ぬ
公
 
 

事
で
あ
る
。
母
を
養
う
こ
と
が
で
き
ぬ
が
、
こ
れ
は
私
情
で
あ
る
。
」
と
い
う
 
 

こ
と
に
な
る
。
第
五
章
に
つ
い
て
も
同
様
に
「
公
事
の
た
め
四
頭
だ
て
の
馬
 
 

車
に
乗
っ
て
、
風
き
っ
て
異
郷
を
駆
け
て
い
く
。
望
郷
の
念
に
か
ら
れ
、
こ
 
 

の
詩
を
作
り
、
母
を
養
う
こ
と
を
思
う
が
こ
れ
は
私
情
で
あ
る
。
」
と
な
る
。
 
 

し
た
が
っ
て
『
毛
博
』
は
四
牡
篇
全
体
を
「
行
役
の
つ
ら
い
こ
と
を
嘆
く
」
 
 

詩
で
は
な
く
、
「
王
事
の
使
命
の
重
い
こ
と
を
言
う
」
詩
と
理
解
し
て
い
る
こ
 
 

と
に
な
る
。
「
呈
不
懐
蹄
」
「
我
心
傷
悲
」
「
不
達
啓
虞
」
「
不
達
将
父
」
「
不
達
 
 

や 

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
篇
の
「
王
事
廃
盤
」
に
対
し
て
も
、
近
年
の
『
詩
』
 
の
 
 

原
義
的
解
釈
は
、
「
王
事
廃
盤
」
を
「
王
事
畳
む
こ
と
廃
し
」
と
訓
読
す
る
。
 
 

た
と
え
ば
、
宋
薇
篇
を
境
武
男
は
出
征
者
と
そ
の
妻
の
掛
け
合
い
の
歌
と
考
 
 
 

な  

○
有
枕
之
杜
、
有
院
其
責
、
王
事
廃
盤
、
継
嗣
我
日
、
日
月
陽
止
、
女
心
傷
止
、
 
 
 

征
夫
遥
止
、
 
 

○
有
秋
之
杜
、
其
葉
妻
妻
、
王
事
廃
盤
、
我
心
傷
悲
、
斉
木
妻
止
、
女
心
悲
止
、
 
 
 

征
夫
辟
止
、
 
 

○
捗
彼
北
山
、
言
宋
其
杷
、
王
事
磨
監
、
憂
我
父
母
、
檀
車
悼
陣
、
四
牡
痺
痺
、
 
 
 

征
夫
不
遠
、
 
 

○
匪
載
匪
来
、
憂
心
孔
疾
、
期
逝
不
至
、
而
多
薦
他
、
卜
蓋
倍
止
、
舎
言
近
止
、
 
 
 

征
夫
避
止
、
 
 

将
母
」
「
将
母
来
詮
」
等
父
母
を
養
う
こ
と
が
で
き
ぬ
こ
と
を
嘆
く
句
が
繰
り
 
 

返
し
登
場
す
る
こ
と
に
留
意
し
て
四
牡
篇
を
読
め
ば
、
王
事
の
使
命
の
重
要
 
 

性
を
述
べ
る
句
が
こ
こ
に
あ
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
り
、
「
王
事
靡
螢
」
に
対
 
 

す
る
『
毛
博
』
 
の
こ
の
解
釈
は
か
な
り
無
理
な
解
釈
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
 
 

得
な
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
鶴
羽
篇
『
毛
博
』
 
の
「
王
事
靡
監
」
に
対
す
る
 
 

解
釈
と
は
か
な
り
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
も
し
か
り
に
『
毛
 
 

侍
』
が
純
粋
に
訓
話
学
的
な
立
場
に
た
っ
て
解
釈
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
 
 

（
1
9
）
 
あ
れ
ば
起
こ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
『
毛
博
』
の
こ
の
解
釈
 
 

態
度
に
は
別
の
意
図
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

小
雅
・
魔
境
之
什
・
宋
薇
篇
の
第
三
章
に
、
 
 

○
宋
薇
宋
薇
、
薇
亦
剛
止
、
日
好
日
辟
、
歳
亦
陽
止
、
王
事
廃
盤
、
不
追
啓
虞
、
 
 
 

憂
心
孔
疾
、
我
行
不
来
、
 
 

と
あ
り
、
ま
た
小
雅
・
鹿
鳴
之
什
・
枕
杜
篇
に
、
 
 



「王事靡監」解釈から見た『毛博』の訓話態度  48  

え
、
第
三
章
の
後
半
部
分
「
王
事
靡
盤
、
不
達
啓
虞
、
憂
心
孔
疾
、
我
行
不
 
 

来
、
」
を
「
君
が
い
く
さ
の
 
や
ま
な
く
て
 
家
に
や
す
ら
う
 
い
と
ま
も
な
 
 

き
 
胸
の
う
れ
い
の
 
い
や
し
げ
く
 
出
て
征
き
て
よ
り
 
帰
り
え
ず
。
」
と
 
 

解
釈
し
て
お
り
、
「
王
事
廃
盤
」
を
「
王
事
の
監
む
こ
と
な
く
」
と
訓
読
し
て
 
 

（
2
0
）
 
 

い
る
。
ま
た
家
井
真
は
宋
薇
幕
全
体
を
「
従
軍
の
長
び
く
に
疲
れ
る
様
子
を
 
 

（
2
1
）
 
 

歌
」
う
詩
と
し
て
い
る
の
で
、
第
三
章
第
三
句
の
解
釈
は
な
い
も
の
の
境
と
 
 

同
様
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
枕
杜
篇
全
体
を
境
武
男
は
「
出
 
 

征
兵
士
の
妻
の
歌
」
と
し
た
第
一
章
の
「
王
事
廃
盤
、
龍
嗣
我
日
、
」
を
「
こ
 
 

の
い
く
さ
 
日
月
重
ね
て
 
い
つ
は
て
る
や
ら
」
と
解
釈
し
、
「
王
事
廃
盤
」
 
 

（
2
2
）
 
 

を
「
王
事
の
監
む
な
く
」
と
訓
読
し
て
い
る
。
家
井
実
は
郭
沫
若
説
を
引
き
 
 

つ
つ
「
家
人
が
秋
族
の
社
に
於
い
て
、
『
征
夫
』
が
何
時
締
れ
る
か
を
『
卜
笠
』
 
 

す
る
と
、
そ
の
卦
に
 
『
征
夫
 
（
の
蹄
郷
す
る
は
）
邁
か
ら
ん
』
と
出
た
事
を
 
（
2
3
）
 
歌
」
う
詩
と
し
て
お
り
、
こ
れ
も
い
つ
ま
で
も
帰
ら
ぬ
征
夫
を
心
配
し
て
家
 
や
 
 

人
が
卜
笈
し
て
い
る
わ
け
で
、
T
王
事
廃
盤
」
は
お
そ
ら
く
「
王
事
の
畳
む
こ
 
 

と
な
し
」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

こ
れ
に
対
し
て
、
『
毛
博
』
は
注
を
つ
け
な
い
。
『
毛
博
』
は
あ
る
語
句
に
 
 

一
度
訓
話
を
つ
け
る
と
、
そ
の
同
じ
語
句
が
そ
の
後
意
味
が
変
わ
ら
ず
に
再
 
 

や
 
 

や
 
 

び
出
て
き
た
場
合
に
は
、
再
訓
話
し
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
両
 
 

か
た
 
 

篇
に
あ
っ
て
は
四
牡
篇
と
同
様
「
王
事
監
き
こ
と
廃
し
」
と
読
み
、
「
王
事
を
 
 

ゆ
る
が
せ
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
 
 

し
て
、
宋
薇
篇
の
「
日
蹄
日
辟
」
「
憂
心
孔
疾
」
、
ま
た
枕
杜
篇
の
「
女
心
傷
 
 

止
」
「
我
心
傷
悲
」
「
女
心
悲
止
」
「
憂
我
父
母
」
「
憂
心
孔
疾
」
等
連
れ
合
い
 
 

に
会
う
こ
と
が
出
来
な
い
辛
さ
を
嘆
く
句
が
繰
り
返
し
出
て
く
る
詩
中
に
あ
 
や
 
 

り
、
か
つ
 
「
王
事
が
畳
ま
な
い
」
と
い
う
解
釈
が
一
般
的
で
あ
っ
た
「
王
事
 
 

か
た
 
 

靡
塵
」
と
い
う
句
を
、
「
王
事
監
き
こ
と
廃
し
」
と
読
み
、
「
王
事
を
ゆ
る
が
 
 

せ
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
解
釈
す
る
こ
の
解
釈
が
か
な
り
無
理
な
も
 
 

の
で
あ
る
こ
と
は
四
牡
篇
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
 
 
 

最
後
に
、
小
雅
・
谷
風
之
什
・
北
山
篇
の
第
一
章
、
 
 

○
捗
彼
北
山
、
言
宋
其
杷
、
借
借
土
子
、
朝
夕
従
事
、
王
事
廃
盤
、
憂
我
父
母
、
 
 

に
つ
い
て
、
境
武
男
は
北
山
篇
の
語
意
を
『
孟
子
』
万
章
篇
に
よ
り
つ
つ
「
王
 
 

事
に
労
し
て
父
母
を
養
う
こ
と
を
得
ざ
る
な
り
。
」
と
し
、
「
王
事
廃
盤
」
を
 
 

ひ
ま
 
 

「
王
事
の
監
な
く
」
と
訓
読
し
、
「
き
み
が
み
こ
と
の
 
や
す
む
と
き
な
く
」
 
 

（
2
4
）
 
 

と
解
釈
し
て
い
る
。
一
方
、
『
毛
侍
』
は
こ
れ
に
な
に
も
注
を
つ
け
て
い
な
い
 
 

が
、
前
述
し
た
よ
う
に
一
度
付
け
た
訓
話
が
そ
の
後
変
わ
ら
ず
同
じ
場
合
に
 
 

か
た
 
 

は
、
注
を
付
け
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
か
ら
、
「
王
事
簸
き
こ
と
廃
し
」
と
読
 
 

み
、
「
王
事
を
ゆ
る
が
せ
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
 
 

に
な
る
。
こ
れ
も
「
憂
心
父
母
」
に
留
意
す
れ
ば
か
な
り
無
理
な
解
釈
で
あ
 
 

る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

（
3
）
 
小
 
 
結
 
 
 

以
上
概
括
し
た
よ
う
に
、
「
王
事
靡
監
」
は
『
詩
』
本
文
そ
れ
自
体
の
研
究
 
 

に
基
づ
く
原
義
的
解
釈
に
よ
れ
ば
、
「
王
事
が
や
ま
な
い
」
と
無
理
な
く
統
一
 
 

的
に
解
釈
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
毛
博
』
は
そ
う
し
て
い
な
い
。
こ
れ
 
 

は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
 

な
い
か
、
②
『
毛
侍
』
は
純
粋
に
訓
話
学
的
態
度
で
『
詩
』
を
解
釈
し
ょ
う
 
 

と
し
て
い
る
が
、
そ
の
制
作
時
に
は
先
秦
時
代
以
前
の
こ
の
原
義
的
解
釈
が
 
 

ま
っ
た
く
忘
却
さ
れ
て
お
り
、
漢
代
通
用
の
訓
話
に
基
づ
い
て
善
か
れ
て
い
 
 

る
か
、
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
を
究
明
す
 
 

る
た
め
に
次
に
秦
漠
期
に
こ
の
「
王
事
廃
盤
」
が
他
文
献
で
ど
の
よ
う
に
解
 
 

釈
さ
れ
て
い
た
の
か
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 
 

三
、
他
文
献
の
「
王
事
靡
監
」
解
釈
 
 
 

（
2
5
）
 
 
 

ま
ず
『
塩
鉄
論
』
執
務
篇
に
、
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若
今
則
蘇
役
極
遠
、
益
寒
苦
之
地
、
危
難
之
虞
、
渉
胡
・
越
之
域
、
今
立
往
而
 
 
 

来
歳
旋
、
父
母
延
頸
而
西
望
、
男
女
怨
噴
而
相
思
、
身
在
東
楚
、
志
在
西
河
、
 
 
 

政
一
人
行
而
郷
曲
恨
、
一
人
死
両
方
人
悲
、
詩
云
、
王
事
廃
盤
、
不
能
戟
稜
黍
、
 
 
 

父
母
何
惜
、
…
…
 
 

と
あ
り
、
当
時
の
政
府
が
毎
年
毎
年
遠
方
へ
の
行
役
を
強
い
る
こ
と
を
非
難
 
 

（
2
6
）
 
す
る
際
に
「
王
事
磨
螢
、
不
能
稜
黍
、
父
母
何
情
、
」
の
句
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
 
 

こ
こ
で
は
、
「
王
事
磨
農
」
を
「
王
事
が
続
き
止
ま
な
い
、
」
と
い
う
意
味
で
 
 

理
解
し
て
お
り
、
原
義
的
解
釈
「
王
事
が
や
ま
な
い
」
と
同
じ
に
な
る
。
 
 

（
2
7
）
 
 
 

つ
い
で
、
『
韓
詩
外
博
』
巻
二
・
第
二
十
六
章
に
、
 
 

子
路
与
巫
馬
期
薪
於
観
丘
之
下
、
陳
之
盲
人
有
庭
師
氏
者
、
脂
車
百
乗
、
鯵
於
 
 
 

観
丘
之
上
、
子
路
与
巫
馬
期
日
、
俊
子
無
忘
子
之
所
知
、
亦
無
進
子
之
所
能
、
 
 
 

得
此
富
、
終
身
無
復
見
夫
子
、
子
烏
之
乎
、
巫
馬
期
咽
然
仰
天
而
嘆
、
闇
然
投
 
 
 

鎌
於
地
、
日
、
吾
嘗
聞
之
夫
子
、
勇
士
不
忘
喪
其
元
、
志
士
仁
人
、
不
忘
在
溝
 
 
 

整
、
子
不
知
予
与
、
試
予
与
、
意
者
其
志
与
、
子
路
心
怒
、
故
負
薪
先
辟
、
孔
 
 
 

子
日
、
由
来
、
何
薦
借
出
而
先
返
也
、
子
路
日
、
向
也
由
与
巫
馬
期
薪
於
観
丘
 
 
 

之
下
、
陳
之
富
人
有
庭
師
氏
者
、
脂
車
百
乗
、
傷
於
観
丘
之
上
、
由
謂
巫
馬
期
 
 
 

日
、
便
子
無
忘
子
之
所
知
、
亦
無
進
子
之
所
能
、
得
此
富
、
終
身
無
復
見
夫
子
、
 
 
 

子
焉
之
乎
、
巫
馬
期
咽
然
仰
天
而
嘆
、
闇
然
投
鎌
於
地
、
日
、
吾
嘗
聞
夫
子
、
 
 
 

勇
士
不
忘
喪
其
元
、
志
士
仁
人
、
不
忘
在
溝
整
、
子
不
知
予
与
、
試
予
与
、
意
 
 
 

者
其
志
与
、
由
也
心
怒
、
故
先
負
薪
辟
、
孔
子
援
琴
而
渾
、
詩
日
、
粛
粛
鶴
羽
、
 
 
 

菓
子
電
機
、
王
事
廃
盤
、
不
能
薪
稜
黍
、
父
母
何
情
、
悠
悠
蒼
天
、
易
其
有
所
、
 
 
 

予
道
不
行
邪
、
使
汝
願
者
、
 
 

と
あ
り
、
孔
子
は
高
弟
で
あ
る
子
路
す
ら
世
俗
の
富
者
を
羨
む
の
を
見
て
、
 
 

自
分
の
道
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。
引
詩
の
眼
目
は
「
悠
悠
蒼
 
 

天
、
易
其
有
所
、
」
の
二
句
に
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
王
事
廃
盤
」
の
句
は
「
労
 
 

苦
が
絶
え
な
い
」
こ
と
の
意
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
異
な
る
 
 

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
東
西
南
北
ど
こ
へ
行
っ
て
も
王
事
に
従
う
べ
き
で
、
 
 

だ
れ
が
の
ん
び
り
休
も
う
か
。
」
と
述
べ
て
「
王
事
廃
盤
、
不
達
啓
虞
、
」
が
 
 

引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
「
王
事
廃
盤
」
を
「
王
事
を
な
い
が
し
ろ
 
 

に
は
で
き
な
い
」
と
い
う
意
味
で
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
毛
博
』
の
「
王
 
 
 

が
原
義
的
解
釈
に
近
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
『
韓
詩
外
侍
』
巻
七
・
 
 

第
一
章
に
、
 
 

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
父
親
と
君
主
を
比
較
す
れ
ば
父
親
の
ほ
う
が
重
要
で
 
 

あ
る
が
、
君
主
に
つ
か
え
た
後
で
な
け
れ
ば
生
活
の
糧
を
得
る
こ
と
が
出
来
 
 

な
い
。
」
と
述
べ
て
「
王
事
廃
盤
、
不
達
将
父
」
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、
こ
 
 

の
句
は
「
王
事
が
終
了
し
な
け
れ
ば
、
父
を
養
う
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
い
 
 

う
意
味
で
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
原
義
的
解
釈
の
「
王
事
が
や
ま
な
 
 

い
」
と
近
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 （

2
8
）
 
 
 

さ
ら
に
、
『
春
秋
左
氏
博
』
裏
公
二
十
九
年
に
、
 
 

五
月
、
公
至
自
楚
、
公
冶
致
其
邑
於
季
氏
、
而
終
不
入
焉
、
日
、
欺
其
君
、
何
 
 

必
使
余
、
季
孫
見
之
則
言
季
氏
如
他
日
、
不
見
則
終
不
言
季
氏
、
及
疾
衆
其
臣
 
 

日
、
我
死
必
無
以
亮
服
欽
、
非
徳
賞
也
、
且
無
使
季
氏
葬
我
、
葬
霊
王
、
鄭
上
 
 

卿
有
事
、
子
展
使
印
段
往
、
伯
有
日
、
弱
、
不
可
、
子
展
日
、
与
其
莫
往
、
弱
 
 

不
猶
愈
乎
、
詩
云
、
王
事
靡
監
、
不
達
啓
虞
、
東
西
南
北
、
誰
敢
寧
虞
、
堅
事
 
 

晋
楚
、
以
蕃
王
室
也
、
王
事
無
噴
、
何
常
之
有
、
遂
使
印
段
如
周
、
 
 

膏
宣
王
謂
田
過
日
、
吾
聞
儒
者
親
喪
三
年
、
君
与
父
執
重
、
過
封
日
、
殆
不
如
 
 

父
重
、
王
忽
然
日
、
局
薦
士
去
親
而
事
君
、
封
日
、
非
君
之
土
地
、
無
以
虞
吾
 
 

親
、
非
君
之
禄
、
無
以
善
書
親
、
非
君
之
爵
、
無
以
尊
顔
吾
親
、
受
之
於
君
、
 
 

致
之
於
親
、
凡
事
君
以
焉
親
也
、
宣
王
憤
然
無
以
鷹
之
、
詩
日
、
王
事
廃
盤
、
 
 

不
達
将
父
、
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事
は
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
」
と
同
じ
で
あ
る
。
 
 

（
2
9
）
 
 
 

最
後
に
、
『
潜
夫
論
』
愛
日
常
に
、
 
 

詩
云
、
王
事
廃
盤
、
不
達
将
父
、
言
在
古
間
暇
両
得
行
孝
、
今
迫
促
不
得
養
也
、
 
 
 

孔
子
称
庶
則
富
之
、
既
富
則
而
教
之
、
是
故
樽
義
生
於
富
足
、
盗
窃
起
於
貧
窮
、
 
 
 

首
足
生
於
寛
暇
、
貧
窮
起
於
無
日
、
聖
人
探
知
、
力
者
乃
民
之
本
也
、
而
国
之
 
 
 

基
、
政
務
省
役
而
島
民
愛
日
、
 
 

と
あ
り
、
「
昔
は
時
間
が
あ
っ
て
初
め
て
親
孝
行
が
で
き
た
が
、
今
は
迫
促
し
 
 

て
い
て
養
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
の
例
証
と
し
て
「
王
事
廃
盤
、
 
 

不
達
将
父
、
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
、
前
述
し
た
『
韓
詩
外
侍
』
巻
 
 

七
・
第
一
章
と
同
じ
く
「
王
事
廃
盤
」
は
「
君
主
が
民
を
役
務
に
使
う
こ
と
 
 

を
止
め
な
い
」
 
の
意
と
し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
原
義
的
解
釈
の
「
王
事
が
や
 
 

ま
な
い
」
 
と
同
じ
で
あ
る
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
成
立
に
問
題
の
あ
る
『
春
秋
左
氏
侍
』
を
除
く
と
、
「
王
事
 
 

廃
盤
」
は
秦
漢
期
に
は
「
王
事
農
む
靡
し
」
と
読
み
、
「
王
事
が
や
ま
な
い
」
 
 

（
3
0
）
 
 

と
す
る
解
釈
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
『
毛
侍
』
の
制
作
時
に
は
先
 
 

秦
時
代
以
前
の
こ
の
原
義
的
解
釈
が
ま
っ
た
く
忘
却
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
 
 

こ
と
は
出
来
な
い
こ
と
に
な
る
。
や
は
り
『
毛
博
』
 
は
 
『
詩
』
 
の
訓
話
と
い
 
 

や
 
 

う
体
裁
を
と
っ
て
は
い
る
が
、
純
粋
に
訓
話
学
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
の
 
 

で
は
な
く
、
ま
ず
先
に
な
ん
ら
か
の
主
張
が
あ
っ
て
善
か
れ
て
い
る
と
考
え
 
 

（
3
1
）
 
 

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 

四
、
「
王
事
靡
監
」
解
釈
に
お
け
る
『
毛
偉
』
 
の
立
場
 
 

以
上
「
王
事
廃
盤
」
解
釈
を
、
先
秦
か
ら
秦
漢
期
に
わ
た
っ
て
見
て
き
た
。
 
 

そ
し
て
、
お
そ
ら
く
先
案
期
の
 
『
詩
』
意
に
近
い
と
思
わ
れ
る
白
川
・
境
・
 
 

家
井
等
の
 
『
詩
』
 
の
原
義
的
解
釈
に
お
い
て
も
、
ま
た
秦
漢
期
に
お
け
る
諸
 
 

文
献
の
「
王
事
廃
盤
」
理
解
に
お
い
て
も
、
「
王
事
廃
盤
」
は
「
王
事
が
や
ま
 
 

な
い
」
と
理
解
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
毛
博
』
は
こ
れ
を
「
王
事
 
 

を
ゆ
る
が
せ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
特
異
に
解
釈
し
て
い
る
。
『
毛
侍
』
 
 

が
純
粋
に
訓
話
学
的
な
立
場
に
た
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
上
述
の
如
き
漢
代
通
 
 

用
の
解
釈
を
無
視
し
こ
の
よ
う
に
解
釈
を
改
め
て
為
す
こ
と
は
起
こ
り
得
 
 

ず
、
や
は
り
『
毛
俸
』
が
な
ん
ら
か
の
主
張
を
も
っ
て
書
か
れ
て
い
る
と
考
 
 

（
3
2
）
 
 

え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
れ
で
は
 
『
毛
侍
』
 
の
主
張
と
は
な
に
か
。
本
論
で
は
こ
の
点
す
で
に
紙
 
 

数
も
つ
き
て
き
た
の
で
、
『
毛
博
』
全
般
に
わ
た
る
主
張
に
関
し
て
言
及
す
る
 
 

こ
と
は
し
な
い
が
、
「
王
事
靡
監
」
解
釈
に
お
け
る
『
毛
侍
』
の
如
上
の
主
張
、
 
 

つ
ま
り
『
毛
停
』
が
こ
の
句
を
「
王
事
が
や
ま
な
い
」
と
は
解
釈
せ
ず
、
「
王
 
 

事
を
ゆ
る
が
せ
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
解
釈
す
る
理
由
を
、
『
漢
書
』
 
 

宣
帝
本
紀
の
地
節
三
年
冬
十
月
の
詔
、
 
 

朕
既
不
徳
、
不
能
附
遠
、
是
以
遠
境
屯
成
末
息
、
今
復
飾
兵
重
屯
、
久
努
百
姓
、
 
 
 

非
所
以
綬
天
下
也
、
其
罷
車
騎
将
軍
、
右
将
軍
屯
兵
、
…
…
 
 

と
関
係
さ
せ
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宣
帝
は
 
 

「
自
分
の
不
徳
の
た
め
、
辺
境
を
平
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
兵
役
を
や
め
 
 

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
も
さ
ら
に
兵
役
を
重
く
し
て
さ
え
い
る
。
自
分
 
 

の
本
意
で
は
な
い
に
し
て
も
。
」
と
嘆
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
兵
 
 

役
は
漢
帝
国
に
と
っ
て
は
重
要
政
策
で
あ
る
。
」
と
い
う
思
い
も
一
方
で
は
あ
 
 

る
。
宣
帝
は
も
ち
ろ
ん
前
漢
十
代
皇
帝
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
は
、
「
豪
族
の
 
 

成
長
と
農
民
の
没
落
と
い
う
社
会
的
な
変
動
の
時
代
で
あ
る
と
と
も
に
、
支
 
 

配
権
力
の
側
で
も
そ
れ
に
対
応
す
る
国
家
体
制
の
整
備
強
化
さ
れ
た
時
代
」
 
 

で
あ
り
、
「
ま
た
外
交
面
で
も
武
帝
の
あ
と
を
受
け
て
積
極
策
が
と
ら
れ
た
時
 
 

（
3
3
）
 
 

代
」
で
も
あ
っ
た
。
塞
外
民
族
を
平
定
し
得
な
い
宣
帝
が
、
や
む
を
得
ず
辺
 
 

境
駐
屯
の
守
備
兵
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
ま
た
兵
を
整
え
駐
屯
を
重
 
 
 



孝
宣
皇
帝
…
受
詩
於
東
海
液
中
翁
、
高
材
好
学
、
 
 

裕
 
 

敏
 
と
あ
る
よ
う
に
、
宣
帝
は
『
詩
』
を
学
ん
で
い
た
と
い
う
。
四
牡
篇
に
対
す
 
 

る
『
毛
博
』
の
解
釈
は
宣
帝
の
心
情
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
 
 

薮
 
 
『
毛
博
』
の
作
者
が
誰
か
は
措
い
て
も
、
「
王
事
廃
盤
」
を
通
説
ど
お
り
「
王
 
 

事
が
や
ま
な
い
」
と
解
釈
せ
ず
「
王
事
を
ゆ
る
が
せ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
 
 

い
」
と
解
釈
す
る
『
毛
侍
』
 
の
苦
汁
に
み
ち
た
強
引
と
も
言
え
る
解
釈
も
、
 
 

こ
の
歴
史
的
背
景
の
中
で
考
え
て
初
め
て
十
分
に
納
得
さ
れ
る
の
で
は
な
か
 
 

ろ
う
か
。
 
 

五
、
お
わ
り
に
 
 

『
毛
博
』
 
の
内
容
お
よ
び
成
立
を
ど
う
考
え
れ
ば
い
い
か
、
そ
し
て
こ
の
 
 

『
毛
侍
』
が
漠
代
思
想
史
上
に
い
か
な
る
位
置
を
し
め
て
い
る
の
か
、
と
い
 
 

う
問
題
は
実
は
ほ
と
ん
ど
考
察
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
詩
 
 

経
学
は
前
漢
の
春
秋
公
羊
学
・
後
漢
の
周
礼
学
の
よ
う
に
国
家
全
体
に
わ
た
 
 

る
全
体
的
か
つ
包
括
的
な
原
理
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
経
学
内
に
お
い
て
は
す
 
 

4fi 

ね
、
久
し
く
人
民
を
労
し
て
い
る
。
人
民
を
労
す
る
の
は
「
非
所
以
絞
天
下
 
 

也
」
と
苦
悶
し
な
が
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
 
『
毛
侍
』
 
の
四
牡
篇
解
 
 

釈
「
行
役
の
つ
ら
い
こ
と
は
十
分
解
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
嘆
く
の
で
は
な
 
 

く
、
王
事
の
使
命
の
重
い
こ
と
を
よ
り
強
調
す
る
。
」
と
い
う
解
釈
の
立
場
と
 
 

一
致
す
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
い
う
社
会
状
況
に
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
っ
 
 

つ
『
毛
俸
』
の
四
牡
篇
解
釈
を
読
め
ば
、
『
毛
停
』
の
解
釈
も
あ
な
が
ち
不
当
 
 

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
『
毛
博
』
の
か
な
り
強
引
で
無
理
な
 
 

解
釈
も
、
こ
う
い
う
時
代
背
景
の
も
と
で
政
策
を
遂
行
す
る
た
め
の
根
拠
の
 
 

必
要
性
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
納
得
が
い
く
。
し
か
も
、
つ
づ
け
て
『
漢
書
』
 
 

く
な
く
と
も
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
は
あ
る
 
 

意
味
で
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
漢
代
経
学
史
を
考
 
 

え
る
上
で
も
、
ま
た
詩
経
学
の
発
展
の
た
め
に
も
、
『
毛
侍
』
の
漢
代
思
想
史
 
 

上
に
お
け
る
位
置
を
確
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 
 
 

本
稿
で
は
、
こ
う
い
う
立
場
か
ら
、
特
に
「
王
事
靡
塵
」
と
い
う
句
に
注
 
 

目
し
て
、
こ
れ
に
 
『
毛
停
』
が
い
か
な
る
態
度
で
訓
話
を
つ
け
て
い
る
の
か
 
 

と
い
う
こ
と
を
検
討
し
て
み
た
。
そ
し
て
、
「
王
事
廃
盤
」
に
対
す
る
『
毛
博
』
 
 

の
特
殊
な
訓
話
と
い
う
も
の
は
、
実
は
漢
代
宣
帝
期
の
時
代
性
と
で
も
い
う
 
 

べ
き
も
の
の
反
映
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
漢
代
宣
帝
期
と
い
う
歴
史
的
背
 
 

景
を
踏
ま
え
て
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
明
確
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
 
 

推
定
し
た
。
も
し
こ
の
推
論
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
、
 
 

『
毛
博
』
が
純
粋
な
訓
話
学
的
な
立
場
に
立
っ
て
い
る
と
す
る
説
は
当
然
成
 
 

立
せ
ず
、
『
毛
俸
』
は
あ
る
種
の
主
張
し
か
も
政
治
的
立
場
の
そ
れ
に
立
っ
て
 
 

作
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
白
と
な
る
。
繰
り
返
す
が
、
「
王
事
磨
農
」
 
 

に
つ
い
て
漢
代
通
行
の
解
釈
は
「
王
事
や
ま
ず
」
と
読
み
、
「
王
事
が
や
ま
な
 
 

い
」
の
意
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
『
毛
博
』
は
宣
帝
期
の
歴
史
的
背
景
 
 

を
も
と
に
「
王
事
か
た
か
ら
ず
」
と
読
み
、
「
王
事
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
こ
 
 

と
は
で
き
な
い
」
と
解
釈
し
た
。
こ
の
様
に
、
あ
る
価
値
観
に
も
と
づ
い
て
 
 

再
解
釈
さ
れ
て
い
く
、
こ
の
落
差
あ
る
い
は
異
化
作
用
こ
そ
が
、
実
は
そ
の
 
 

後
の
経
学
成
立
の
要
因
で
あ
り
、
ま
た
原
義
と
経
学
と
し
て
の
詩
経
学
の
差
 
 

異
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
、
こ
れ
が
「
王
事
廃
盤
」
を
含
む
諸
篇
だ
け
で
な
く
、
 
 

『
毛
博
』
全
般
に
わ
た
っ
て
言
い
得
る
の
か
、
も
し
言
い
得
る
と
し
て
、
『
毛
 
 

博
』
 
の
思
想
史
上
に
お
け
る
位
置
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
点
に
関
し
 
 

て
は
い
ま
だ
結
論
を
得
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
と
し
 
 

た
い
。
 
 

（
岩
手
大
学
教
育
学
部
）
 
 

（
付
記
）
本
稿
は
平
成
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
、
奨
励
研
究
A
に
よ
る
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「
漢
代
に
お
け
る
詩
経
学
の
展
開
に
つ
い
て
 
－
 
ム
「
文
古
文
の
問
題
を
中
心
 
 

と
し
て
 
－
 
」
 
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
 
 

（
1
）
 
『
毛
侍
』
 
は
、
院
元
の
 
『
十
三
経
注
疏
』
本
に
よ
る
。
 
 

（
2
）
 
本
稿
で
は
、
古
代
歌
謡
と
し
て
の
 
『
詩
』
 
と
経
書
と
し
て
の
 
『
詩
経
』
 
 

を
区
別
し
て
使
用
す
る
。
 
 

（
3
）
 
『
四
庫
提
要
』
経
部
、
「
毛
詩
話
訓
侍
」
 
の
項
を
参
照
。
 
 

（
4
）
 
『
経
義
述
聞
』
巻
五
「
王
事
廃
盤
」
 
の
項
を
参
照
。
 
 

（
5
）
 
以
後
、
こ
れ
を
一
応
「
原
義
的
解
釈
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
 
 
 

『
毛
博
』
 
は
従
来
訓
話
学
的
立
場
に
立
つ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
章
で
は
 
 

こ
の
立
場
と
近
い
は
ず
の
近
年
の
「
原
義
的
解
釈
」
と
比
較
し
っ
つ
考
察
す
 
 

る
。
 
 

（
6
）
 
王
事
に
は
行
役
と
祭
祀
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
が
、
本
稿
で
以
後
「
王
 
 

事
」
と
言
う
場
合
「
行
役
」
 
の
意
味
で
使
用
す
る
。
 
 

（
7
）
白
川
静
『
詩
経
国
風
』
東
洋
文
庫
5
1
8
 
（
平
凡
社
、
一
九
九
〇
）
 
3
 
 

5
6
貢
～
3
5
9
頁
。
 
 

（
8
）
境
武
男
『
詩
経
全
釈
』
 
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
）
2
9
1
頁
～
2
9
4
 
 

貢
。
 
 

（
9
）
松
本
雅
明
は
『
詩
経
諸
篇
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』
 
（
東
洋
文
庫
、
一
九
 
 

五
八
）
 
に
お
い
て
「
興
は
基
本
的
に
は
、
そ
れ
自
身
完
結
し
た
自
然
の
描
写
 
 

打
よ
っ
て
気
分
を
醸
成
し
、
そ
の
気
分
を
と
ほ
し
て
主
文
を
ひ
き
お
こ
す
も
 
 

の
で
あ
る
。
…
す
な
は
ち
興
の
本
質
は
、
気
分
象
徴
に
あ
る
と
い
へ
る
の
で
 
 

あ
る
。
」
と
し
、
赤
塚
忠
は
「
古
代
に
於
け
る
歌
舞
の
詩
の
系
譜
」
 
（
『
日
本
中
 
 

国
学
会
報
』
第
三
集
、
一
九
五
二
）
 
に
お
い
て
「
斯
く
見
れ
ば
詩
経
中
の
興
 
 

物
の
草
が
元
来
呪
物
で
あ
り
興
詞
が
呪
詞
か
ら
起
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
 
 

ら
か
で
、
興
詞
は
元
宗
教
観
念
を
前
提
と
し
切
烈
直
接
な
祈
願
の
情
を
表
は
 
 

す
も
の
で
あ
っ
た
の
で
之
を
根
底
と
し
て
呪
物
観
念
の
移
る
が
如
く
一
層
詩
 
 

的
な
展
開
を
遂
げ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
し
、
白
 
 

川
静
は
「
興
的
発
想
の
起
源
と
そ
の
展
開
」
 
（
『
立
命
館
文
学
』
一
八
八
、
一
 
 

九
六
こ
 
に
お
い
て
「
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
興
的
発
想
は
原
始
的
な
心
性
 
 

も
同
じ
。
 
 

（
1
4
）
 
『
鄭
箋
』
 
は
、
院
元
の
 
『
十
三
経
注
疏
本
』
 
に
よ
る
。
 
 

（
1
5
）
天
保
篇
の
本
文
は
「
固
」
、
四
牡
篇
の
本
文
は
「
監
」
に
作
っ
て
い
る
わ
 
 

け
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
両
者
は
当
然
意
味
が
異
な
る
わ
け
で
、
こ
の
二
字
を
 
 

同
じ
意
味
と
す
る
の
は
そ
れ
な
り
の
必
然
性
が
な
け
れ
ば
無
理
で
あ
ろ
う
。
 
 

し
か
し
、
『
毛
侍
』
 
は
な
に
も
言
及
し
て
い
な
い
。
 
 

（
1
6
）
 
境
前
掲
書
3
8
8
貢
～
3
9
0
貢
。
 
 

（
1
7
）
 
家
井
眞
「
『
詩
経
』
 
に
於
け
る
雅
・
頒
の
登
生
と
成
立
」
 
（
『
二
松
学
舎
大
 
 

学
論
集
』
、
一
九
八
六
）
 
9
2
貢
。
 
 

（
1
8
）
 
も
ち
ろ
ん
境
が
 
「
こ
の
歌
 
（
四
牡
篇
）
 
で
は
鶴
羽
篇
ほ
ど
の
哀
傷
の
情
 
 

が
感
じ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
悲
嘆
の
情
は
鶴
羽
篇
よ
り
も
薄
れ
て
 
 

は
い
る
が
、
し
か
し
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
後
述
す
る
 
『
毛
侍
』
 
の
よ
う
に
、
 
 
 

「
王
事
廃
盤
」
を
「
王
事
を
揺
る
が
せ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
解
釈
 
 

す
る
こ
と
は
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。
 
 

（
1
9
）
 
こ
の
点
に
関
し
て
は
国
風
と
雅
・
頒
の
差
異
あ
る
い
は
変
雅
・
正
雅
の
 
 

差
異
故
だ
と
す
る
経
学
的
解
釈
も
あ
る
が
、
『
毛
博
』
が
な
に
も
言
及
し
て
い
 
 

な
い
以
上
、
断
定
す
べ
き
材
料
が
な
い
。
 
 

（
2
0
）
 
境
前
掲
書
4
0
4
頁
～
4
0
8
頁
。
 
 
 

の
う
ち
に
呪
的
発
想
と
し
て
成
立
し
、
そ
う
い
う
宗
教
的
心
意
の
衰
落
す
る
 
 

と
と
も
に
情
緒
的
に
詩
想
を
導
く
発
想
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
も
の
と
い
う
 
 

こ
と
が
で
き
る
。
」
と
し
、
家
井
眞
は
「
『
詩
経
』
 
に
於
け
る
魚
の
「
興
」
詞
 
 

と
そ
の
展
開
に
つ
い
て
」
 
（
『
日
本
中
国
学
禽
報
』
第
二
十
七
集
、
一
九
七
五
）
 
 

に
お
い
て
「
『
詩
経
』
に
於
け
る
「
興
」
詞
は
、
も
と
呪
謡
か
ら
展
開
し
た
呪
 
 

詞
で
あ
り
、
そ
の
発
想
の
根
源
に
は
必
ず
古
代
儀
礼
に
於
け
る
習
俗
が
存
在
 
 

し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
」
と
し
て
い
る
。
以
上
代
表
的
な
興
詞
に
対
す
る
 
 

見
解
を
あ
げ
た
が
、
拙
論
の
論
旨
と
関
わ
ら
な
い
の
で
言
及
し
な
い
。
 
 

（
1
0
）
 
「
監
」
の
解
釈
は
こ
の
他
①
塩
②
す
す
る
③
暫
く
等
あ
る
が
こ
こ
で
は
当
 
 

て
は
ま
ら
な
い
。
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『
経
義
述
聞
』
前
掲
箇
所
参
照
。
 
 

『
毛
詩
正
義
』
 
は
、
院
元
の
 
『
十
三
経
注
疏
本
』
 
に
よ
る
。
 
 

ほ
か
に
大
雅
・
文
王
之
什
・
皇
臭
篇
、
魯
頒
・
嗣
之
什
、
拝
水
篇
な
ど
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（
2
1
）
 
家
井
前
掲
論
文
9
2
頁
。
 
 

（
2
2
）
境
前
掲
書
3
8
8
貢
～
3
9
0
頁
。
 
 

（
2
3
）
 
家
井
前
掲
論
文
9
2
貢
。
 
 

（
2
4
）
 
境
前
掲
書
5
2
4
貢
～
5
2
6
頁
。
 
 

（
2
5
）
 
『
塩
鉄
論
』
 
は
、
王
利
器
『
塩
鉄
論
校
注
』
 
（
天
津
古
希
出
版
社
、
一
九
 
 

八
三
）
 
に
よ
る
。
 
 

（
2
6
）
い
わ
ゆ
る
断
章
取
義
は
詩
意
と
は
係
わ
り
な
く
行
わ
れ
る
。
し
か
し
「
王
 
 

事
廃
盤
」
の
「
螢
」
の
字
の
訓
話
等
の
字
の
訓
話
ま
で
は
変
わ
ら
な
い
の
で
、
 
 
 

『
塩
鉄
論
』
 
の
こ
の
部
分
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
以
後
の
他
文
献
に
つ
い
 
 

て
も
同
様
で
あ
る
。
 
 

に
よ
る
。
 
 

（
3
0
）
 
『
毛
侍
』
の
成
立
時
代
に
つ
い
て
は
、
林
健
一
「
毛
詩
序
並
び
に
毛
博
の
 
 

成
立
時
代
」
 
（
漢
学
会
座
雑
誌
、
七
巻
一
号
、
一
九
三
九
）
参
照
。
 
 

（
3
1
）
 
こ
れ
を
三
家
詩
の
通
説
と
す
る
説
あ
る
が
、
こ
れ
が
成
立
し
な
い
こ
と
 
 

に
つ
い
て
は
湯
浅
幸
孫
「
『
潜
夫
論
』
に
引
く
（
魯
詩
）
に
つ
い
て
」
 
（
『
中
国
 
 

思
想
史
研
究
』
第
三
眈
、
一
九
七
九
年
十
一
月
）
 
を
参
照
。
 
 

（
3
2
）
 
た
だ
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
 
『
毛
俸
』
 
の
 
「
王
事
磨
螢
」
解
釈
の
み
の
検
討
 
 

に
も
と
づ
く
結
論
で
あ
り
、
今
後
他
の
語
句
解
釈
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
予
 
 

定
で
あ
る
が
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
こ
の
推
測
に
誤
り
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
 
 

（
3
3
）
 
『
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
』
巻
五
 
（
平
凡
社
、
一
九
八
四
）
 
宣
帝
の
項
参
照
。
 
 

な
お
、
『
漢
書
』
宣
帝
本
紀
・
本
始
二
年
の
つ
ぎ
の
記
事
も
参
照
。
 
 

夏
五
月
、
詔
日
、
…
選
明
将
、
討
不
服
、
旬
奴
遠
遁
、
平
氏
・
充
・
昆
明
・
 
 

南
越
・
百
攣
郷
風
、
款
塞
釆
享
、
…
旬
奴
数
便
通
、
又
西
伐
烏
孫
、
烏
孫
昆
 
 

禰
及
主
因
園
使
者
上
書
、
言
昆
禰
願
婁
精
兵
撃
旬
奴
、
唯
天
子
愛
憐
、
出
兵
 
 

以
救
公
主
、
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『
韓
詩
外
俸
』
 
は
、
許
維
逸
『
韓
詩
外
侍
集
釈
』
 
（
中
華
書
局
、
一
九
八
 
 

に
よ
る
。
 
 

『
春
秋
左
氏
俸
』
 
は
、
院
元
の
 
『
十
三
経
注
疏
本
』
 
に
よ
る
。
 
 

『
潜
夫
論
』
 
は
、
江
継
培
『
潜
夫
論
校
正
』
 
（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
）
 
 




